
福
津
市
中
央
公
民
館
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永島 和美 ☎52・5610

1 位 2 位 3 位
菅原  勝弘
井本  雅文
城野  正雄

今泉  武志
永島  和美
西住  弘久

中嶋　  孚
伊藤  重信
坂井  　衛

A
B
C

津屋崎囲碁同好会12月例会
次回は、2月27日（日）午前11時から文化会館で開催します。 

1 位 2 位 3 位

吉村 友行 ☎43・1308

A
B
C
D
E
F

福津市将棋同好会12月例会

市実年囲碁会12月例会

1 位 2 位 3 位
泉　　 巌
猪俣 征雄
江藤 一幸
山崎 和夫
三宅 三郎
船橋 　雄
崎村 忠司
森　 研志
永島 和美
徳永 吉三
鶴　 千年
西住 弘久
大塚 俊一
荒巻 　渉

岩谷　 巌
佐藤　 弘
宮崎 良一
木植 　宏
橋本 鍈一
加村 光義
満生 忠雄
折目 　實
堺屋 光男
鶴留 　昭
船津 正和
上野 象三
春藤 哲夫
平　 輝美

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14

次回は、2月1日（火）、2月15日（火）午前10時
受付締切により、中央公民館和室で開催します。

東 輝雄 ☎43・1626

牛垣 　徹
田中 英則
東　 治夫
今和泉敏之
石　 正樹
足立 文雄
中嶋 　一
萩　 忠志
金沢 美啓
泉 規美子
田所 　巌
立和田 實
柳田 正尚
立花 基喜

福津市囲碁会12月例会

1 位 2 位 3 位
○
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○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
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○
○
○
○
○
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今丸 滇 ☎43・3325 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

次回は、2月13日（日）午前10時受付締切により、
総会後、囲碁会を中央公民館和室で開催します。

北原  靖三
椎名  　淳
安波  　寛
井上  安高
西井  金美
岡  　正敏

石松  大明
赤星  文雄
小川  正史
岡部  　隆
松田  滝男
田中  幸村

滝口  純一
秋山  元治
村上  良明
工藤  幸夫
吉村  友行
仲上  徹志
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四
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三
三
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二
二
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今丸　滇
牛垣　徹
太田隆晴
山崎和夫
中島　孚
萩　忠志
金沢美啓
森　研志
森北新吉
橋本繁晴
坂井　衛

五
四
四
三
三
三
二
二
初
初
２

宮崎良一
猪俣征雄
佐藤　弘
木植　宏
小田邦彦
水上重文
林田健介
杉本　敞
花田　章
鶴留　昭
城野正雄

執行清春
三原敏男
荻野　力
井本雅文
加村光義
山口忠男
花田和彦
内場和光
満生忠雄
堺谷光男
塚崎国茂

五
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四
三
三
三
三
二
二
初
４
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山
茶
花

さ
ざ
ん
か

の
花
び
ら
拾
ふ
孫
愛い

と

し
藤
山
　
圭
子

晩
節
の
め
ぐ
り
め
ぐ
り
て
初
明
り鈴

木
あ
つ
子

三
十
年
前
の
竹
馬
ま
だ
眠
る

小
原
　
修
子

初
日
の
出
灘な
だ

の
か
ぎ
り
を
輝
や
か
す

中
山
ふ
じ
子

節
約
も
今
日
は
三
猿ざ
る

暮
の
市

室
元
松
喜
與

憲
兵
の
叔
父
の
サ
ー
ベ
ル
蔵
開び
ら

き熊
本
　
栄
美

北
鮮
の
砲
撃げ
き

記
事
が
葱
包
む

熊
本
　
隼
人

ダ
ル
タ
ニ
ヤ
ン
の
声
に
は
じ
ま
る
朝
が
来
ぬ

一
週
間
の
経
過
の
早
さ

徳
田
　
敏
子

た
わ
い
な
い
事
を
い
い
あ
い
笑
い
あ
い

年
忘
れ
歌
会
は
な
ご
や
か
に
過
ぐ立

野
ゆ
か
り

公民館だより 公民館だより

初
鏡
つ
く
づ
く
母
に
似
て
き
た
り木

村
　
克
子

忘
れ
も
の
見
つ
け
出
し
た
り
初
仕
事

納
冨
　
早
苗

初
詣
バ
イ
ト
の
巫
女
も
凛
凛
し
く
て

目
代
タ
カ
子

会
釈
し
て
戸
惑
は
れ
た
る
マ
ス
ク
か
な

高
見
　
元
子

初
日
矢
の
海
に
届
き
て
め
で
た
け
れ

山
　
田
　
章

新
雪
の
阿
蘇
に
心
の
改
ま
る

松
　
崎
　
佐

ひ
び
き
あ
う
心
委
ね
て
初
句
会

塩
毛
　
信
子

参
道
の
雨
に
か
け
だ
す
初
詣

黒
岩
貴
美
子

浮
寝
鳥
や
っ
と
動
く
を
見
届
け
り石

田
フ
サ
子

割
引
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
し
師
走
風薄

　
多
佳
子

誉
め
言
葉
な
ど
は
い
ら
な
い
枇
杷
の
花

上
妻
　
松
子

冬
晴
や
ヨ
ガ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
七
十
路
よ

岡
部
ヤ
エ
子

侘
助
や
歯
抜
け
の
農
夫
よ
く
し
ゃ
べ
る

あ
う
ん
あ
う
ん

廃
坑
の
歴
史
の
碑
文
舞
う
紅
葉

田
中
　
照
子

山
茶
花
の
垣
根
や
ほ
ー
ら
忘
れ
物原

田
　
令
子

鍋
鶴
の
鳴
き
合
い
て
よ
り
初
明
りつ

る
み
つ
お

指
先
に
す
く
い
し
ク
リ
ー
ム
寒
の
入
り

小
野
む
つ
子

小
さ
き
靴
の
脱
ぎ
散
ら
し
た
る
ク
リ
ス
マ
ス

幣
　
ふ
じ
の

枇
杷
の
花
山
積
み
さ
れ
し
家
電
品小

松
冨
佐
子

こ
こ
だ
け
は
通
す
私
で
あ
る
た
め
に

東
　
　
浩
子

五
十
年
添
う
て
豊
か
な
春
を
汲
む長

井
す
み
子

仕
事
な
く
年
々
増
え
る
評
論
家

空
谷
　
弘
通

も
く
も
く
と
皆
が
黙
る
恵
方
巻

林
田
恵
津
子

義
理
だ
け
ど
君
か
ら
の
チ
ョ
コ
嬉
し
く
て

久
保
山
裕
昭

ミ
カ
ン
剝
く
家
族
の
炬
燵
笑
い
声安

井
　
秀
子

川
　
柳
【
福
間
川
柳
会
】

【
  海
  】

【
玄
鳥
俳
句
会
】

    【
川
柳
】

【
津
屋
崎
俳
句
会
】

短
　
歌
【
わ
た
つ
み
短
歌
会
詠
草
】

嬰
児

み
ど
り
ご

の
ご
と
く
大
葉
に
包
ま
る
る

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
収
穫
近
し

小
林
　
陽
子

集
落
に
放
棄
地
哀
れ
泡
立
ち
草

主あ
る
じ亡

き
地
に
鳥
の
声
聴
く

徳
永
タ
ミ
子

膝
痛
む
七
十
路
や
春
を
待
ち
わ
び
て

香
月
　
常
彦

駅
伝
の
中
継
に
映
る
高
崎
市
の

景
に
ぞ
見
入
る
娘
の
住
み
を
れ
ば野

口
　
幸
三

駅
裏
に
道
路
新
設
橋
も
出
来

夢
ふ
く
ら
む
や
　
迷
わ
ず
の
道

宙
　
　
　
燃

福
江
港
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
初
挑
戦

米
寿
を
追
っ
て
足
痛
し

阿
部
　
英
子

ぬ
か
る
み
は
い
つ
ま
で
続
く
学
舎

ま
な
び
や

よ

苛
め
ら
れ
し
子
の
命
を
絶
ち
ぬ
が方

木
　
修
一
  

庭
の
面
に
春
の
光
は
あ
や
ふ
く
て

わ
れ
は
形
見
の
紅
を
引
き
を
り

宗
像
　
治
子

寒
空
に
す
っ
く
と
立
ち
て

水
仙
の
香
り
ほ
の
か
に
部
屋
に
満
つ

山
崎
あ
つ
子

蹲つ
く
ば
いに
氷
が
薄
く
張
り
て
を
り

枯
葉
一
枚
閉
じ
込
め
し
ま
ま

野
間
　
精
一

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
人
生
の
歌
愛
の
歌
聞
け
ば

懐
か
し
マ
ロ
ニ
エ
の
巴
里

山
本
　
夏
枝

羽
根
を
突
く
羽
子
板
で
な
い
美
く
し
さ

管
田
　
隆
一

ゆ
き
く
れ
て
不
安
の
日
々
や
寒
の
雨

徳
永
タ
ミ
子

黄
落
や
風
に
吹
か
れ
て
い
る
コ
ッ
プ

寺
嶋
　
幸
子

揃
は
ざ
る
庭
の
若
葉
も
七
草
に

藤
吉
　
綾
子

金
盃
に
今
年
の
福
を
酌
み
交
す

西
　
　
和
子

老
い
を
捨
て
若
さ
拾
い
に
雑
踏
へ中

原
　
恵
子

福
寿
草
咲
く
木
洩
れ
日
に
覆
わ
れ
て

西
村
か
お
る

諦あ
き
ら

め
が
早
い
と
福
に
ど
や
さ
れ
る神

谷
　
幸
恵

北
風
を
紡
ぐ
こ
の
手
に
福
が
来
る藤

本
久
美
子

中
継
の
現
場
に
揉
ま
れ
初
詣

木
下
　
正
治

わ
が
家
に
新
し
き
顔
屠
蘇
を
酌
む田

中
二
史
子

荷
を
と
け
ば
故
郷
の
匂
や
蕪
漬

西
山
　
典
子

じ
ゃ
れ
合
へ
る
小
犬
の
ゐ
た
る
恵
方
か
な

畑
迫
　
義
文

十
二
月
メ
モ
一
つ
づ
つ
消
さ
れ
を
り

畑
迫
み
さ
を

何
も
な
き
こ
と
こ
そ
よ
け
れ
年
迎
ふ

高
見
　
英
夫

松
川
　
洋
子

福
津
市
地
域
婦
人
会
で
は
、支
部
交
流
・
会

員
相
互
の
親
睦
と
研
修
を
兼
ね
て
、年
に
一
度

一
泊
旅
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
山
陰
地
方
の
松
江
・
出
雲
と
い
う

こ
と
で
参
加
し
ま
し
た
。
十
二
月
五
日
早
朝
、

福
間
庁
舎
前
を
貸
し
切
り
バ
ス
で
出
発
、総
勢

三
十
人
の
旅
で
す
。
車
窓
か
ら
は
、晩
秋
と
は

い
え
紅
葉
が
ま
だ
色
濃
く
残
っ
て
い
て
、景
観

は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

行
程
で
は
ま
ず
、三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
ワ
イ

ン
の
試
飲
を
楽
し
み
ま
し
た
。
次
に
小
泉
八
雲

記
念
館
に
立
ち
寄
り
、ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・ハ
ー
ン

氏
が
日
本
で
出
会
っ
た
人
た
ち
か
ら
知
己
を

得
、松
江
や
出
雲
の
風
土
、そ
し
て
精
神
性
を

こ
よ
な
く
愛
し
て
日
本
人
と
な
っ
た
姿
を
垣
間

見
ま
し
た
。
翌
日
は
出
雲
大
社
と
待
望
の
足
立

美
術
館
見
学
で
す
。

横
山
大
観
の
数
多
く
の
絵
画
、現
代
作
家
の

絵
画
や
陶
芸
な
ど
に
触
れ
心
豊
か
な
気
持
ち

に
な
り
、ま
た
美
術
館
前
の
庭
園
美
に
は
時
間

が
止
ま
っ
た
よ
う
に
感
動
し
ま
し
た
。

八
年
連
続
の
庭
園
日
本
一
と
世
界
が
称
賛
す

る
よ
う
に
、ガ
ラ
ス
張
り
の
館
内
か
ら
は「
枯

山
水
庭
」を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、思

わ
ず
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
筆
が
走
り
、記
憶
に

と
ど
め
て
い
ま
す
。

短
い
時
間
で
し
た
が
、慌
た
だ
し
い
日
常
を

送
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

た
旅
で
し
た
。

＊
婦
人
会
で
は
随
時
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

岩
佐
礼
子
☎
４
２
・
６
０
２
５

足
弱
り

に
頼
れ
る
月
々
に
し
て

喜
怒
哀
楽
も
小
さ
く
な
り
ぬ

浜
崎
　
敏
江

顔
の
上
に
帽
子
を
乗
せ
て
寝
転
ん
で

君
等
の
話
は
皆
な
聞
い
て
た

山
形
　
四
郎

彼か

の
自
動
車

く

る

ま

車
庫
よ
り
消
え
て
幾
月
ぞ

理
由

わ

け

聞
く
ほ
ど
の
仲
に
は
あ
ら
ね
ど

北
富
れ
い
子

旅
の
宿
一
枚
硝
子
の
窓
の
外

紅
葉
と
滝
の
程
よ
き
眺
め

瓜
生
　
千
秋

実
の
つ
か
ず
柿
の
葉
色
づ
き
散
り
は
じ
む

小
笊
に
拾
い
て
縁
側
に
置
く

野
部
フ
ク
ヨ

畦
道
を
犬
曵
き
行
け
ば
一
面
に

初
霜
真
白
く
満
ち
い
る
冷
気

島
崎
　
　
渚

小
枝
よ
り
は
な
れ
し
ひ
と
葉
寄
る
べ
な
く

風
に
吹
か
れ
て
芝
生
に
着
き
ぬ

佐
々
木
和
彦

年
の
瀬
の
冬
の
潮
騒
聞
き
た
く
て

友
の
家
へ
と
回
り
道
し
て

萱
田
　
生
子

      【
一
般
投
稿
】
̶
 短
歌
 ̶

      【
一
般
投
稿
】
̶
 俳
句
 ̶

俳
　
句
【
太
郎
丸
俳
句
会
】

山
陰
、
出
雲
の
旅


